
　９月25日、建て替え工事を実施していた新たな曽根公
民館の完成に伴い、関係者を集めての完成披露式典および
地元住民への一般見学会が開催されました。
　式典では、施工業者による建築概要説明、建築資材を提
供いただいた永大産業㈱への感謝状の贈呈などが行われま
した。また、曽根神舞保存会のみなさんが神舞を披露し、
完成を祝いました。

人とまち　「きずな」でつなぐ　元気な平生

２ 曽根公民館が完成

３ メガソーラーが建設されます！

４ 平成23年度決算状況をお知らせします

11 町長室の窓
12 － 13 まちの話題
18 － 19 情報伝言板

主な内容

平成 24（2012）年

月号11
No.1207

広報

◇発行：平生町役場　〒 742-1195　山口県熊毛郡平生町大字平生町 210 番地の 1　☎ 0820（56）7111< 総務課 >　
●ホームページ　【パソコン版】http://www.town.hirao.lg.jp/　
　　　　　　　　【携帯電話版】http://www.town.hirao.lg.jp/mobile/index.html
　　　　　　　　　（右の２次元バーコードを読み取り機能のついた携帯電話で読み取ることによりアクセスできます。）
● E-mail　hirao1@town.hirao.lg.jp

曽根公民館完成に祝いの舞
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今
後
は
、
旧
公
民
館
と
同
様
に

慣
れ
親
し
ん
で
い
た
だ
く
と
と
も

に
積
極
的
に
活
用
さ
れ
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地
域
の

み
な
さ
ん
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健
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増
進
、生
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文
化
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れ
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と
が
期
待
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れ
ま
す
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△ 丈夫で温もりある床
材（会議室・研修室）
▽正面入口横で時を刻
む大きな時計

▽

交
流
ロ
ビ
ー
の
天
窓
か
ら
、
明
る

い
光
が
差
し
込
み
ま
す
。
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永大産業㈱　ＮＴＴファイナンス㈱
　　　　　　㈱ＮＴＴファシリティーズ寄贈

　曽根公民館建築にあたり、地元業者の永大産業株式
会社様より建築資材（建物全体のフローリング材・か
まち）をご提供いただきました。
　また、施工関係業者のＮＴＴファイナンス株式会社
様および株式会社ＮＴＴファシリティーズ様より、屋
外用掛け時計を寄贈いただきました。

平面図

N
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南周防大橋
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大規模太陽光発電所
メガソーラー が建設されます！

　地球環境を保全し、温暖化を防止する解決策
として、新エネルギー導入への期待はますます
高まっています。
　このような時勢の中、本町曽根地区に大規模
太陽光発電所（メガソーラー）が建設されます。
事業主体はユアサ商事㈱（本社：東京）で、設
計・施工・保守管理をグループ会社のユアサク
オビス㈱（本社：東京）が行います。
　平成25年４月からの運転開始を目指し、11
月中の着工が予定されており、柳井地区では初
のメガソーラー発電所建設となります。また、
敷地内には展望デッキや発電量を表示するパネ
ルなども設置され、環境教育への活用も期待さ
れます。

　10月25日、メガソーラー発電施設建設および運営にかかる、
企業進出協定調印式が町役場で行われました。
　式には平生町長、ユアサ商事㈱の佐藤悦郎社長、ユアサクオ
ビス㈱の平野正社長が出席し、協定書への調印が行われました。
　協定書には、施工業務を地元業者へ優先的に発注するなどの
内容が盛り込まれ、地域に根差した事業となるよう、平生町も
協力します。 調印後に握手を交わす山田町長（右）と

ユアサ商事㈱の佐藤社長（左）

企業進出協定調印

所在地 平生町大字曽根（向井原沖団地内）
敷地面積 約 1 万 8,000 ㎡
出力規模 約 1.2MW（モジュール枚数 5,500 枚）

年間予想発電量
（初年度）

約 143 万 kWh / 年 一般家庭約 400 
世帯分の年間電力消費量に相当

総事業費 約４億円
工事期間 2012 年 11 月～ 2013 年 3 月
運転開始 2013 年 4 月～

事業主・土地所有者 ユアサ商事株式会社
太陽電池モジュール 国内外３社の製品

設計・施工・保守管理 ユアサクオビス株式会社、地域関連業者
事業期間 20 年間（予定）

「ユアサ商事平生メガソーラーパーク（仮称）」
イメージパース メガソーラー建設場所



　一般会計の歳入総額は51億105万7,476円、歳出総
額は49億1,700万8,456円で、差引1億8,404万9,020
円となり、繰越明許費繰越額※78万8,312円を除いた
実質収支額は1億8,326万708円となりました。
　歳入歳出総額を平成22年度と比較すると、歳入で
11.7％の減少、歳出では12.0％の減少となっていま
す。繰越明許費繰越額※が995万8,046円減少したこ
とにより、実質収支額は847万513円の増加となって
います。
　歳入における特徴としては、町税全体が前年度と比
較して98万153円の微増であり、率にすると0.07％
の増加です。普通交付税については、雇用対策・地域

資源活用推進費が創設されたことなどにより4,674万
1,000円増加しています。国庫支出金の主なものは、
子ども手当や障害者福祉サービスの負担金と海岸保全
事業の補助金です。
　歳出における特徴としては、投資的経費が全体で
66.2％の大幅な減少、補助事業で81.9％、単独事業
で28.3％の減少となっています。減少した主な要因は、
小学校普通教室棟改築事業と中学校屋内運動場耐震改
修事業の終了によるものです。義務的経費が全体で
2.3％増加しましたが、その主な要因は障害者福祉サー
ビスなどの扶助費の増加によるものです。
※繰越明許費繰越額：翌年度に繰り越す事業の財源分
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その他（0.8％）
地方消費税交付金（2.2％）

地方交付税
（39.8％）

町債
（6.6％）

県支出金
（6.5％）

国庫支出金
（7.9％）

その他
（4.4％）

繰越金
（3.6％）
諸収入
（1.4％）

町税
（25.8％）

自主財源
(35.2％）

依存財源
(64.8％）

地方譲与税（1.0％）

その他（0.3％）商工費（0.3％）
議会費（1.7％）

諸支出金（3.2％）
消防費
（5.4％）

衛生費
（6.5％）

農林水産業費
（6.9％）

教育費
（8.0％）

土木費
（9.5％）

公債費
（15.1％）

総務費
（15.1％）

民生費
（28.0％）

歳入総額 51億 105万7,476円

歳出総額 49億1,700万8,456円

●一般会計

●自主財源：町が独自で調達するお金
●依存財源：国や県から町に入ってくるお金

決算状況をお知らせします

自
主
財
源

町 税 13 億 1,610 万 2,182 円
繰 越 金 1 億 8,553 万 6,553 円
諸 収 入 6,961 万 6,811 円
そ の 他 2 億 2,076 万 5,060 円

依
存
財
源

地 方 交 付 税 20 億 2,769 万 7,000 円
国 庫 支 出 金 4 億 544 万 6,141 円
町 債 3 億 3,517 万 4,000 円
県 支 出 金 3 億 3,389 万 8,821 円
地方消費税交付金 1 億 1,044 万 5,000 円
地 方 譲 与 税 5,092 万 2,908 円
そ の 他 4,545 万 3,000 円

民 生 費 13 億 7,788 万 2,219 円
総 務 費 7 億 4,365 万 2,783 円
公 債 費 7 億 4,137 万 3,627 円
土 木 費 4 億 6,808 万 9,805 円
教 育 費 3 億 9,273 万 8,881 円
農 林 水 産 業 費 3 億 3,743 万 6,342 円
衛 生 費 3 億 1,998 万 2,745 円
消 防 費 2 億 6,683 万 4,496 円
諸 支 出 金 1 億 5,543 万 3,049 円
議 会 費 8,307 万 2,143 円
商 工 費 1,647 万 7,366 円
そ の 他 1,403 万 5,000 円

平成 23 年度



平成24年11月号　広報ひらお5

会　計　名 歳　入 歳　出 歳入歳出差引額
国 民 健 康 保 険 事 業 17 億 3,231 万 678 円 16 億 7,685 万 6,232 円 5,545 万 4,446 円
簡 易 水 道 事 業 6,008 万 1,455 円 6,008 万 1,455 円 0 円
下 水 道 事 業 6 億 3,690 万 2,253 円 6 億 3,690 万 2,253 円 0 円
水 産 廃 棄 物 処 理 事 業 8 万 7,269 円 8 万 7,269 円 0 円
漁 業 集 落 環 境 整 備 事 業 8,650 万 9,879 円 8,650 万 9,879 円 0 円
介 護 認 定 審 査 会 事 業 2,259 万 8,234 円 2,259 万 8,234 円 0 円
介 護 保 険 事 業 11 億 5,005 万 3,476 円 11 億 4,516 万 1,173 円 489 万 2,303 円
後 期 高 齢 者 医 療 事 業 1 億 7,887 万 2,112 円 1 億 7,887 万 2,112 円 0 円

●特別会計

　自治体の財政破たんを未然に防ぐとともに、悪化
した団体に対して早期に健全化を促すために制定さ
れた「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」
の規定に基づき、健全化判断比率の４指標および公
営企業会計の資金不足比率を公表します。

健全化判断比率と資金不足比率について
～ 平生町はすべての指標において基準をクリア ～

実質赤字比率
　地方公共団体の一般会計の赤字の程度を指標
化し、財政運営の深刻度を示すものです。

連結実質赤字比率
　全ての会計を連結させて、地方公共団体全体の
赤字の程度を指標化し、財政運営の深刻度を示す
ものです。

実質公債費比率
　地方公共団体の借金の返済である、元利償還金
額やこれに準ずる一部事務組合などへの負担金
の総額の標準財政規模に対する割合を指標化し
たものです。

将来負担比率
　地方公共団体の一般会計の地方債の現在高や
将来において負担しなければならない負担額を
指標化したものです。将来財政を圧迫する可能性
が高いかどうかを示すものです。

資金不足比率
　公営企業の資金の不足を、公営企業の事業規模
である料金収入の規模との比較を指標化したも
のです。経営状況の深刻度を示すものです。

●平生町の健全化判断比率について （単位：％）
指標名 算定値 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 － 15.00 20.00
連 結 赤 字 比 率 － 20.00 40.00
実質公債費比率 18.2 25.0 35.0
将 来 負 担 比 率 187.2 350.0 －

赤字が生じていないため、実質赤字比率および連結赤字比率の算定
値が「－」の表示となっています。

●平生町の公営企業会計の資金不足比率　　（単位：％）
会計名 算定値 経営健全化基準

下 水 道 事 業 特 別 会 計 － 20.00
漁業集落環境整備事業特別会計 － 20.00
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 － 20.00

赤字が生じていないため、算定値が「－」の表示となっています。

●平生町に関係する一部事務組合の資金不足比率（単位：％）
一部事務組合名 算定値 経営健全化基準

田 布 施・ 平 生 水 道 企 業 団 － 20.00
熊 南 総 合 事 務 組 合 － 20.00
柳 井 地 域 広 域 水 道 企 業 団 － 20.00

赤字が生じていないため、算定値が「－」の表示となっています。

【 指 標 の 概 要 】

　平成 23 年度決算での本町の算定値は下表のとおり
であり、すべての指標において国が定める基準数値
を下回っています。なお、算定された数値が基準数
値以上の場合には、財政健全化計画または財政再生
計画を策定する義務が生じるものです。
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（69.6）

（71.1）

（100.0）

（1.2）

（17.9）

（38.3）

（49.7）

（30.5）

（0.0）

（　）内は予算対比(％)

現行予算額
収 入 済 額（35.7）

（54.8）
（32.4）

歳　入 　平成24年度予算の収入・
支出状況（９月 30日現在）
を公表します。
　財政公表は、町民のみな
さんに町の財政がどのよう
な状況になっているかを知
っていただくため、年２回
公表するものです。

◆町有財産の状況

【証券・出資金・基金】

25 億 2,263 万 9,226 円

 5 万 3,950 ㎡

【建　物】

181 万 4,198 ㎡

【土　地】

11　台

【消防車】

30　台

【公用車】
※各予算額、収入・支出済額には、繰越明許費を含む。

◆町債残高・一時借入金の状況
区　　分 金　　額

一 般 会 計 分 57 億 9,975 万 3,236 円
特
別
会
計
分

簡 易 水 道 事 業 7,723 万 2,208 円
下 水 道 事 業 48 億 1,850 万 7,156 円
漁 業 集 落 環 境
整 備 事 業 7 億 8,294 万 5,455 円

合　　　　 計 114 億 7,843 万 8,055 円
一 時 借 入 金 0 円

◆特別会計予算の収支状況
会　計　名 予　算　額 収　入　済　額 収入率

支　出　済　額 支出率
国 民 健 康 保 険 17 億 5,077 万 9,000 円 6 億 9,901 万 1,216 円 39.9%

7 億 3,384 万 6,434 円 41.9%
簡 易 水 道 1 億 2,508 万 4,000 円 952 万 2,980 円 7.6%

2,138 万 1,882 円 17.1%
下  水  道 6 億 9,166 万 1,000 円 6,594 万 3,939 円 9.5%

2 億 466 万 172 円 29.6%
水産廃棄物処理 8 万 8,000 円 0 円 0.0%

8 万 7,269 円 99.2%
漁業集落環境整備 9,421 万 6,000 円 528 万 9,745 円 5.6%

3,615 万 2,392 円 38.4%
介護認定審査会 2,697 万 1,000 円 0 円 0.0%

1,250 万 1,170 円 46.4%
介 護 保 険 11 億 8,639 万 6,000 円 4 億 2,900 万 5,433 円 36.2%

4 億 8,860 万 5,436 円 41.2%
後期高齢者医療 1 億 9,536 万 1,000 円 5,971 万 7,137 円 30.6%

6,490 万 5,056 円 33.2%

地 方 交 付 税 19 億 3,578 万 8,000 円
13 億 7,670 万 8,000 円

町 税 12 億 5,310 万 6,000 円
8 億 7,244 万 6,247 円

町 債 4 億 5,572 万 2,000 円
560 万 0,000 円

県 支 出 金 3 億 7,630 万 613 円
6,728 万 4,836 円

国 庫 支 出 金 3 億 5,893 万 2,275 円
1 億 3,731 万 923 円

繰 越 金 1 億 8,404 万 8,312 円
1 億 8,404 万 9,020 円

地方消費税交付金 1 億 2,100 万 0,000 円
6,011 万 8,000 円

繰 入 金 1 億 1,824 万 5,000 円
0 円

諸 収 入 6,897 万 4,000 円
2,103 万 9,208 円

分担金及び負担金 6,832 万 7,000 円
2,436 万 9,900 円

そ の 他 1 億 8,606 万 2,000 円
6,036 万 2,649 円

収 入 済 総 額 28 億 928 万 8,783 円

民 生 費 14 億 4,690 万 0,000 円
4 億 5,689 万 458 円

総 務 費 7 億 9,295 万 5,650 円
2 億 8,590 万 7,227 円

公 債 費 7 億 2,217 万 6,000 円
3 億 1,932 万 102 円

土 木 費 5 億 54 万 7,000 円
5,988 万 1,435 円

農林水産業費 4 億 1,520 万 8,550 円
7,948 万 1,167 円

教 育 費 4 億 104 万 5,000 円
1 億 6,100 万 6,394 円

衛 生 費 3 億 1,262 万 8,000 円
1 億 1,679 万 7,672 円

消 防 費 2 億 4,377 万 4,000 円
1 億 3,729 万 4,686 円

諸 支 出 金 1 億 6,427 万 2,000 円
7,165 万 1,985 円

議 会 費 7,439 万 1,000 円
4,109 万 8,108 円

そ の 他 5,260 万 8,000 円
1,534 万 7,291 円

支 出 済 総 額 17 億 4,467 万 6,525 円

◆一般会計予算の収支状況 〔現行予算額　51 億 2,650 万 5,200 円〕

（36.1）

（31.6）

（40.1）

（44.2）

（12.0）

（19.1）

（37.4）

（43.6）

（56.3）

（　）内は予算対比(％)

現行予算額
支 出 済 額（55.2）

（34.0）
（29.2）

歳　出

平成24年度
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●売却物件
　地下埋設物調査、地盤調査、土壌調査、アスベスト使用調査などは行っていません。全ての物件は、現状有
姿のままでの売り払い、引渡しとなりますので必ず現地を確認してください。
　ご要望に応じて職員による境界などの現地説明を行います。

町有地を　　　売却します

物件番号 所　在 地目 地積 ( ㎡ ) 最低処分価格

H24-1

平生町大字平生村字吉原三ノ割 740 番 5 宅　地 1,368.54 24,223,000 円
・旧町営住宅跡地
・都市計画：都市計画区域内（第一種住居地域）
・建ペイ率：60％　　・容積率：200％
・上水道：つなぎ込み可。町道に本管整備済。
　　　　　（つなぎ込みにより加入金および手数料が必要。）
・下水道：つなぎ込み可。ただし、利用形態により要協議。

物件番号 所　在 地目 地積 ( ㎡ ) 最低処分価格

H24-2

平生町大字曽根字明地 654 番 1、648 番 2 宅地・雑種地 813.20 12,086,000 円
・旧曽根保育園跡地
・物件前面の県道は都市計画道路として拡幅計画があります。
・都市計画：都市計画区域内（第一種住居地域）
・建ペイ率：60％　　・容積率：200％
・上水道：つなぎ込み可。県道（歩道）に本管整備済。
・下水道：つなぎ込み可。ただし、利用形態により要協議。

●

県
道
光
上
関
線

ココ

ココ

位置図

位置図

位置図

●入札方法
　買取希望者は、入札書に買取希望価格などの必要
事項を明記し、署名押印の上、封をして入札保証金
納付証明書※１および納税証明書※２とともに提出（郵
送不可）してください。
　代理人による入札または開札の立ち会いをされる
場合は、あらかじめ委任状を提出してください。

【※１】入札額の５％に相当する金額をあらかじめお預か
　　　 りするもの

【※２】個人または法人の市町村税の完納を証明するもの

●入札期間
11 月５日㈪〜 12 月６日㈭（土・日・祝日を除く）
午前８時 30 分〜午後５時 15 分

●開札日時
12 月 10 日㈪　午前 10 時 00 分

（場所：町役場 第３庁舎３階 大会議室）

■問合せおよび書類提出先
町役場総合政策課　☎（５６）７１２０

　入札書や委任状などは、町役場総合政策課に置い
ていますが、平生町公式ホームページからダウンロ
ードして使用することもできます。
　また、売払いの詳細についてもホームページに掲
載していますので、必ずご覧ください。
【平生町公式ホームページ】
　http://www.town.hirao.lg.jp/

一般競争入札
により
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山口県人権推進指針
～県民一人ひとりの人権が尊重された

心豊かな地域社会をめざして～

　山口県における、人権尊重を基本的
な考え方とした取組を推進するための
基本指針である「山口県人権推進指針」
が、社会情勢の変化や新たな人権課題
などを踏まえ、本年３月に改定されま
した。その概要を紹介します。

３
全３回

　山口県人権推進指針は県ホームページ（ http://www.pref.yamaguchi.lg.jp/cms/a121002/index/）で閲覧することが
できます。また、印刷・製本した冊子・概要版の配布も行っています。詳しくはお問い合わせください。
■問合せ先　山口県環境生活部人権対策室　☎０８３（９３３）２８１０

　　推進体制
  それぞれの取組

　この指針のめざす「県民一人ひとりの人権が尊重された心豊かな地域社会」の実現のためには、県民、民
間団体、企業においてもそれぞれ果たす役割があり、行政との理解と協力のもとに活動（協働）していく必
要があります。

　　  県民の取組
　人権は、すべての人に等しく保障されたものです。したがって、自分の権利を主張する上で、他人の権
利にも十分配慮することが求められます。お互いを認め合う人権感覚を培うために、また、さまざまな人
権問題を正しく理解するために、自主的な取組をしましょう。

　  地域社会の取組
　さまざまな人権問題を地域で学びあうための活動など、自主的な取組をしましょう。

　 民間団体等の取組
　人権に関する啓発活動や相談活動などの自主的な取組をしましょう。

　     企業の取組
　公正な採用の促進、企業内研修の充実、セクシュアル・ハラスメントやパワー・ハラスメントの根絶な
ど企業内における人権尊重の確保や自主的・計画的な啓発活動の推進などの取組が求められます。

　     市町の取組
　住民にとって最も身近な自治体として、県との連携を図りながら、地域に密着したきめ細かい人権教育・
人権啓発活動を実施するとともに、地域社会で行われる研修等の自主的な取組への支援などの推進が求め
られます。また、人権施策推進の取組について、市民・町民の意見を反映するために、推進組織等の設置
が求められます。

　　　 県の取組
　県は、国や市町等と連携した積極的な人権教育・人権啓発活動の推進や、市町や民間団体等の自主的な
取組への支援を行うとともに、広域的な領域を担当するなどの役割を果たします。

  推進体制
○県の取組体制
・山口県人権施策推進審議会の意見を聴きながら、人権に係る施策を総合的に推進します。
・人権施策推進連絡会議（庁内組織）により、人権に係る諸施策を円滑に推進します。

○自主的な取組への支援
　県民等の自主的な取組を支援するための条件整備の取組を進めます。

○民間団体、企業、行政の連携・協力
　民間団体や企業、行政が相互に連携し、協力して取組を進めます。
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住民票の写しなどの交付について
「本人通知制度」を開始
　「本人通知制度」とは、事前に登録することに
より、住民票の写しなどの証明書が代理人や第
三者に交付されたときに、その事実を本人に郵
送でお知らせするものです。
　この制度を利用することにより、不正請求発
覚の可能性が高まり、抑止効果も期待されます。

○開始期日
　12月３日㈪
○登録できる人

　平生町に住民登録をしている人、または本
籍がある人（過去にあった人を含む）

○登録方法
　登録者本人の確認書類（運転免許証など官
公署の発行した顔写真付きの証明書）を持参
して登録してください。

○通知対象となる証明書
　住民票の写し・戸籍の附票・戸籍謄抄本など
■問合せ先
　町役場町民課 戸籍班　☎（５６）７１１３

　

平
成
24
年
３
月
31
日
現
在
、
本
町
の
公
共
下
水
道
お
よ
び
漁
業
集
落
排
水
施
設
の

普
及
率
は
、
65
・
８
％
で
、
山
口
県
全
体
で
は
、
65
・
９
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

下
水
道
の
水
洗
化
は
お
早
め
に

ま
す
な
ど
の
設
備
で
す
。

設
置
工
事
は
、
建
築
物
の

所
有
者
に
義
務
付
け
ら
れ

て
お
り
、
宅
地
内
に
設
置

さ
れ
る
の
で
、
工
事
費
は

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
所
有
者
以
外
の

人
で
も
工
事
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す

が
、
所
有
者
の
同
意
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
本
町
の
下
水
道
は
汚
水
だ
け
を

管
に
集
め
る
分
流
式
で
す
の
で
、
雨
水
を

流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
台
所
か

ら
の
排
水
に
は
、
油
を
分
離
す
る
「
分
離

ま
す
」
が
必
要
で
す
。

◆
工
事
は
指
定
工
事
店
で

　

排
水
設
備
工
事
は
、
必
ず
町
の
排
水
設

備
指
定
工
事
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

依
頼
者
は
、
指
定
工
事
店
に
直
接
工
事
の

申
込
を
し
て
く
だ
さ
い
。
指
定
工
事
店
が

わ
か
ら
な
い
と
き
に
は
、
建
設
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
工
事
は
な
る
べ
く
お
早
め
に

　

下
水
道
が
完
成
し
、
使
用
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
区
域
で
は
、
３
年
以
内
に
水
洗

ト
イ
レ
に
、
ま
た
、
台
所
、
風
呂
場
、
洗

面
所
な
ど
か
ら
の
汚
水
は
、
速
や
か
に
下

水
道
に
流
れ
る
よ
う
排
水
設
備
を
設
置
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

『
所
得
税
は
源
泉
徴
収
し
て
い
る
け
れ
ど
、

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
は
し
て
い
な

い
』
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

個
人
住
民
税
（
個
人
市
町
民
税
と
個
人

県
民
税
）
の
特
別
徴
収
と
は
、
所
得
税
の

源
泉
徴
収
と
同
様
に
、
給
与
支
払
者
が
毎

月
従
業
員
に
支
払
う
給
与
か
ら
個
人
住
民

税
を
引
き
落
と
し
に
よ
り
徴
収
し
、
納
税

義
務
者
で
あ
る
給
与
所
得
者
に
代
わ
っ
て
、

納
入
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

　

地
方
税
法
お
よ
び
各
市
町
の
条
例
の
規

定
に
よ
り
、
給
与
を
支
払
う
事
業
者
は
、

原
則
と
し
て
す
べ
て
特
別
徴
収
義
務
者
と

し
て
個
人
住
民
税
を
特
別
徴
収
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
工
事
が
必
要
？

　
下
水
道
の
使
用
に
は
、
排
水
設
備
の
設

置
工
事
が
必
要
で
す
。

　
排
水
設
備
と
は
台
所
、
風
呂
場
、
ト
イ

レ
な
ど
か
ら
出
る
生
活
排
水
を
下
水
道

（
公
共
ま
す
）
ま
で
流
す
た
め
の
排
水
管
や

■
問
合
せ
先

　
町
役
場
建
設
課 

☎
（
５
６
）
７
１
１
８

●
さ
わ
や
か
な
水
洗
ト
イ
レ
が
使
え
ま
す

　

清
潔
で
快
適
な
水
洗
ト
イ
レ
が
使
え

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
子
ど
も
は
も
ち

ろ
ん
、
お
年
寄
り
の
人

で
も
安
心
し
て
ト
イ
レ

を
使
う
こ
と
が
で
き
、

悪
臭
に
悩
ま
さ
れ
る
こ

と
も
な
く
な
り
ま
す
。

●
川
や
海
の
水
が
き
れ
い
に
な
り
ま
す

　

家
庭
か
ら
出
る
汚
れ
た
水
は
、
下
水

道
管
で
終
末
処
理
施
設
に
集
め
ら
れ
、

き
れ
い
に
し
て
か
ら
海
に
流
さ
れ
ま
す
。

魚
や
他
の
生
物
が
す
む
こ
と
が
で
き
る

清
流
が
よ
み
が
え
り
ま
す
。

●
清
潔
で
住
み
よ
い
ま
ち
に
な
り
ま
す

　

汚
い
ド
ブ
や
溝
が
な
く
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
蚊
や
ハ
エ
の
発
生
を
防
い
で
、

疾
病
の
心
配
も
な
く
な
り
ま
す
。
そ
し

て
、
町
並
み
も
美
し
く
、
快
適
で
安
心

し
た
暮
ら
し
が
で
き
ま
す
。

公
共
下
水
道
・
漁
業
集
落
排
水
施

設
が
整
備
さ
れ
る
と
…

　

  

個
人
住
民
税　
特
別
徴
収
実
施
の
ご
案
内

　
特
別
徴
収
の
事
務

　

毎
年
５
月
に
特
別
徴
収
義
務
者
へ

「
特
別
徴
収
税
額
決
定
通
知
書
」
を
お

送
り
し
ま
す
。
そ
の
税
額
を
毎
月
の

給
与
か
ら
徴
収
し
、
翌
月
の
10
日
ま

で
に
合
計
額
を
各
従
業
員
の
住
所
地

の
市
町
へ
納
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
納
期
の
特
例
に
つ
い
て

　

従
業
員
が
常
時
10
名
未
満
の
事
業
所

は
、
申
請
に
よ
り
年
12
回
の
納
期
を

年
２
回
と
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
町
役
場
税
務
課

　

 

☎
（
５
６
）
７
１
１
４
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中
学
校
の
技
術
科
の
実
習

で
、
自
転
車
の
チ
ェ
ー
ン
に

は
た
る
み
が
あ
る
と
学
習
し

ま
し
た
。
自
動
車
運
転
教
習

所
で
は
、
ハ
ン
ド
ル
に
は
操

作
の
と
き
に
少
し
の
ゆ
と
り

が
設
け
ら
れ
て
い
る
と
の
説

明
も
聞
き
ま
し
た
。
す
こ
し

の
ゆ
と
り
が
あ
る
お
か
げ
で

ス
ム
ー
ズ
に
運
転
で
き
る
こ

と
を
納
得
し
た
の
を
覚
え
て

い
ま
す
。
毎
日
の
生
活
に
お

い
て
も
、
ゆ
と
り
は
必
要
不

可
欠
で
き
わ
め
て
大
切
な
こ

と
で
し
ょ
う
。

か
つ
て
、
ゆ
と
り
ブ
ー
ム

が
起
こ
り
ま
し
た
。
日
本
人

は
時
間
的
に
も
量
的
に
も
働

き
過
ぎ
だ
と
か
、
小
中
学
生

は
詰
め
込
み
教
育
だ
と
か
で
、

働
く
こ
と
や
勉
強
す
る
こ
と

以
外
は
何
も
す
る
余
裕
が
な

い
と
い
う
こ
と
が
主
な
理
由

の
ひ
と
つ
で
し
た
。

し
か
し
、【
時
間
や
量
を
少

な
く
す
る
こ
と
】
を
ゆ
と
り

と
す
る
と
、
会
社
の
従
業
員

や
児
童
生
徒
な
ど
は
、
時
間

や
量
は
自
分
以
外
の
他
人
が

設
定
し
て
与
え
ら
れ
る
こ
と

が
多
い
た
め
、
ど
ち
ら
も
少

な
い
方
が
よ
い
と
の
欲
求
が

強
く
な
り
ま
す
。
そ
う
な
る

と
生
産
性
や
成
長
が
か
え
っ

て
阻
害
さ
れ
、
意
欲
も
薄
れ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

ゆ
と
り
に
つ
い
て
考
え
る
と

き
、
時
間
や
量
だ
け
で
な
く

【
心
の
ゆ
と
り
】
も
大
切
な
要

素
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
心
に
ゆ
と
り
が
感

じ
ら
れ
る
と
き
と
は
、【
今
日

一
日
満
足
に
働
け
て
楽
し
か

っ
た
。
勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
に

取
り
組
め
て
よ
か
っ
た
。
酷

暑
に
も
か
か
わ
ら
ず
仕
事
を

し
た
結
果
、
見
事
に
実
っ
た

野
菜
な
ど
の
収
穫
が
で
き
て

よ
か
っ
た
。】
な
ど
の
、
自
分

の
努
力
へ
の
充
実
感
、
そ
の

結
果
へ
の
満
足
感
が
得
ら
れ

た
と
き
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
の
喜
び
の
体
験
は

【
こ
れ
か
ら
も
そ
の
よ
う
に
頑

張
ろ
う
】
と
の
意
欲
を
掻
き

立
て
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
心

の
ゆ
と
り
を
感
じ
る
生
き
方

は
、
自
分
が
努
力
し
な
け
れ

ば
達
成
で
き
な
い
と
こ
ろ
に

難
し
さ
と
す
ば
ら
し
さ
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
が
目
指
す
、

思
い
や
り
や
相
手
の
人
格
を

尊
重
す
る
気
持
ち
が
自
然
に

表
れ
て
い
る
地
域
社
会
と
は
、

人
々
が
こ
の
【
心
の
ゆ
と
り
】

を
も
っ
て
生
活
し
て
い
る
社

会
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

例
え
ば
、
相
手
の
立
場
に
立

っ
て
行
動
し
、
喜
ん
で
も
ら

え
た
と
き
、
相
手
の
喜
び
が

自
分
の
喜
び
に
感
じ
ら
れ
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ

の
よ
う
な
喜
び
を
お
互
い
に

分
か
ち
合
う
こ
と
が
で
き
た

と
き
、
心
に
ゆ
と
り
が
で
き
、

よ
り
一
層
人
を
思
い
や
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。
一
人
ひ
と

り
が
心
の
ゆ
と
り
を
感
じ
る

生
き
方
が
で
き
る
よ
う
に
心

が
け
た
い
も
の
で
す
。

平生町人権教育推進協議会
（事務局：町教育委員会）
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　今回は、協働のまちづくりを進めていく上での「キー
ワード」について紹介します。協働のキーワードは、「行
政の意識改革」、「住民の意識改革」、そして住民と行
政の「相互理解と情報共有」です。

一人ひとりが主役のまち“平生”
協働のまちづくり ❾

■問合せ先 町役場総務課 地域活動推進班 ☎（５６）７１１１
協働のキーワード

Thema

1 行政の意識改革
　協働を実践し、住民主体のまちづくりを実現する
には、行政は具体的に何をするべきなのかを職員が
理解して、住民と対等 ･ 平等の関係であることを認
識することです。その上で、協働のパートナーとな
る相手のことを理解し、よく話し合って、お互いの
果たすべき役割を適切に分担しながら、協働を実践
していくことが必要となります。
　まず、職員が意識を変え、自分自身も住民の一員
であるという認識を持つことで、住民と行政とのよ
い協働関係を築いていくことができます。

2 住民の意識改革
　住民主体のまちづくりを目指すには、住民のまち
づくりに対する意識の改革や自立が求められていま
す。行政のみが事業を実施するのではなく、住民が
町の事業に参画することによって、協働のまちづく

りへの貢献を果たすことが重要となります。
　住民が、まちづくりの主体は自分たち自身である
ことを認識し、行政との対等の関係を築いていくこ
とが、誰もがふるさと平生に誇りと愛着を持ち、心
豊かに暮らすことのできる元気なまちの実現につな
がります。

3 相互理解・情報共有
　上記のように、住民と行政とがお互いの意識を変
えることから、協働の可能性は広がります。
　そして、ここで重要となるのは、「相互理解」と「情
報共有」です。行政側の協働に対する意識改革を図り、
協働に取り組めるような環境や体制を整え、住民か
らの提案をまちづくりに反映していくことが重要で
す。加えて、住民側も地域の課題や自分たちの役割
について話し合い、行政との関係や役割分担につい
て、しっかり意識を共有しなければなりません。

　このように、協働は、どちらか一方の主導ではな
く、住民と行政の対等・平等の関係を明確にして、
適切な役割分担のもと行われる取組であることを、
常に意識して実践することです。



　
朝
夕
の
冷
え
込
み
も
厳
し
さ
を

増
し
て
き
ま
し
た
。
木
々
が
一
斉

に
葉
を
落
と
し
、
周
り
か
ら
緑
が

消
え
て
い
く
中
、
イ
チ
ョ
ウ
が
色

づ
い
て
晩
秋
の
風
情
に
彩
り
を
添

え
て
い
ま
す
。

　
“
平
生
の
秋
”
も
文
化
、
芸
術
、

ス
ポ
ー
ツ
と
、
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

が
続
き
、
実
り
多
く
、
喜
び
あ
ふ

れ
る
“
豊
穣
の
秋
”
と
な
り
ま
し

た
。恒
例
の
こ
れ
ら
行
事
に
加
え
、

今
年
か
ら
新
た
に
「
ひ
ら
お
産
業

ま
つ
り
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
産
業
間
の
連
携
と
そ
の
相
乗

効
果
に
よ
っ
て
地
域
力
の
向
上
を

目
指
す
初
の
試
み
で
、
町
内
の
各

拠
点
を
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
方

式
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
観
光
協

会
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
『
か
ん
ぷ
う
く
ん
』
も
初デ

ビ
ュ
ー

登
場

し
、
各
会
場
で
人
気
の
的
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
実
行
委
員
会
の
皆

さ
ん
の
熱
意
が
平
生
町
に
新
し
い

風
を
吹
き
込
ん
で
い
ま
す
。

　
町
の
「
総
合
文
化
展
」
も
、
力

作
揃
い
で
感
動
し
ま
し
た
が
、
特

筆
す
べ
き
は
、
今
年
の
“
県
美

展
”
に
お
い
て
、
本
町
の
出
展
者

が
栄
え
あ
る
「
大
賞
」
と
「
入
選
」

を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
た
こ
と
で

す
。
輝
か
し
い
成
果
を
讃
え
な
が

ら
、
わ
が
町
の
優
れ
た
人
材
と
レ

ベ
ル
の
高
さ
を
誇
り
に
思
う
と
こ

ろ
で
す
。

　
さ
て
、
今
、
各
地
区
で
“
公
民

館
ま
つ
り
”
が
に
ぎ
わ
い
を
見
せ

て
い
ま
す
。
こ
の
公
民
館
ま
つ
り

の
先
駆
け
は
、
曽
根
公
民
館
で
昭

和
54
年
か
ら
で
す
。
そ
の
曽
根
公

民
館
も
老
朽
化
が
著
し
く
、
昨
年

は
外
壁
が
崩
落
し
危
険
度
も
増
し

た
た
め
、
建
て
替
え
を
決
定
、
こ

の
た
び
無
事
に
完
成
し
ま
し
た
。

建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
地
元
企
業

か
ら
、
当
館
の
フ
ロ
ア
材
を
ご
寄

贈
い
た
だ
く
な
ど
、
各
方
面
か
ら

理
解
と
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
関
係
各
位
に
は
、
こ
こ
に
改

め
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
日
ま
で
の
曽
根
公
民
館
の
活

動
実
績
は
、
平
成
14
年
の
「
文
部

科
学
大
臣
賞
」
の
受
賞
に
み
ら
れ

る
よ
う
、
全
国
の
モ
デ
ル
と
し
て

も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
当
然
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た

“
館
”
で
の
今
年
の
ま
つ
り
は
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
、
た
く
さ
ん

の
笑
顔
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
公
民
館
の
あ
り
方
は
、

目
下
、制
定
を
目
指
し
て
い
る『
参

加
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
』

と
相
ま
っ
て
、
公
民
館
と
い
う
社

会
教
育
施
設
の
役
割
だ
け
で
は
な

く
、地
域
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
、

町
民
セ
ン
タ
ー
的
役
割
を
も
担
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。
曽
根
地
区
の
み
な
ら
ず
、
各

公
民
館
が
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の

熱
い
鼓
動
を
響
か
せ
て
く
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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町民課の
窓口延長サービス

●毎週金曜日、町民課の窓口は午後６時30分まで（年末年始、祝日を除く）
●交付できるもの：住民票の写し、戸籍謄抄本、印鑑登録証、印鑑証明書

　　　※戸籍について、古い戸籍（除籍・原戸籍）は除く

“
豊
穣
の
秋
”

No.127

あなたの職場は
大丈夫？

「職場のパワーハラスメント」に
悩む人が増えています

職場のパワーハラスメントとは
　同じ職場で働く者に対して、職務
上の地位や人間関係などの職場内の
優位性を背景に、業務の適正な範囲
を超えて、精神的・身体的苦痛を与
えるまたは職場環境を悪化させる行
為をいう。

例えば、こんな行為
❶暴行・傷害
❷脅迫・名誉毀

き

損・侮辱・暴言
❸隔離・仲間外し・無視
❹業務上明らかに不要なことや遂行

不可能なことの強制、仕事の妨害
❺業務上の合理性なく、能力や経験

とかけ離れた程度の低い仕事を命
じることや仕事を与えないこと

❻私的なことに過度に立ち入ること

●働く人の尊厳や人格を傷つける
許されない行為。

●これを受けた人だけでなく、周
りの人、これを行った人、企業
にとっても損失が大きい。

「これって、パワハラ？」
と思ったら

まずは周りの人に相談しましょう。
周りの人と組織は、悩んでいる人を
支えましょう。
　悩んでいる人は、まずは、周りの
人に相談してください。周りの人も、
パワーハラスメントを受けている人
がいたら、孤立させずに声をかけて
ください。
　また、企業や労働組合などの組織
は、一人ひとりがこの問題に向き合
い、互いに支え合えるよう、職場の
パワーハラスメントの予防・解決に
取り組んでください。

パワーハラスメント　厚生労働省

検 索
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楽しく作っておいしく食べる
　９月 28 日、平生町食生活改善推進協議会主催
のバランスアップ料理講習会が町保健センターで
行われました。
　参加した 20 ～ 30 歳代の男女 20 人は、食事バ
ランスについて学び、その後は季節の食材を使っ
た料理とデザートを楽しく作りました。

佐賀公民館まつり
　９月 30 日、第 28 回佐賀公民館まつりが開催さ
れ、多くの地域の方々が来場しました。
　会場はさまざまな作品展示や出店でにぎわい、

「ふるさとステージ」ではリズム体操やカラオケな
どの発表で盛り上がっていました。

有害獣増加に歯止めを！
　10 月６日、ひらおハートピアセンターで有害獣
捕獲対策事業説明会が開催されました。
　説明会には、わな猟狩猟免許を所有する約 30
人の方々が参加し、増加するイノシシなどによる
農作物への被害を防ぐため、捕獲についての詳細
な説明や、意見交換などが行われました。

音楽鑑賞会
　10 月３日、町体育館で第 47 回平生町音楽鑑賞
会が開催されました。
　今回は世界的ギタリストのクロード・チアリさ
んと二胡奏者の趙栄春さんを迎えてのジョイント
コンサート。異なる２種類の弦楽器の美しい音色
は、会場を訪れた 800 人を超える多くの方々の耳
を楽しませました。

フラワーベルト [ 秋の植栽 ]
　10 月 13 日、フラワーベルト［秋の植栽］が行われ、ひら
お特産品センターから山口銀行までの県道伊保庄平生線沿い
に設置したプランターが、花で飾られました。
　この日植えた花は、黄・赤・青・白色のビオラ約 8,800 本。
植栽後は参加されたみなさんの協力により、プランター周辺
の掃除が行われました。ごみや雑草が無くなり、見違えるほ
どすっきりした沿道は、きれいな花々を際立たせていました。

▽往年の名曲を次々と
披露（クロード・チアリ）

△スピードと変化に富ん
だ二胡の演奏（趙 栄春）

▽

重
量
約
１
５
０
㎏
の
イ
ノ

シ
シ
捕
獲
檻お

り
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【平生町観光キャッチフレーズ】“キラメキの瀬戸の眺めにおいでませ　明日は歴史と会える町”

 表　彰  
精神保健福祉功労者表彰

　精神保健福祉功労者として、小山洋子さんに
山口県精神保健福祉協会から感謝状が授与され
ました。
　小山さんは、地域・精神保健福祉活動「いこ
いの場」に長年にわたりボランティアとして参
加し、参加者同士の
交流に欠かせない中心
的な存在となっていま
す。また、平生町だけ
ではなく、柳井市や田
布施町の会場にも参加
されており、これらの
積極的な活動が評価さ
れたものです。

スポーツ大会結果
◇山口県体育大会
 【剣道】小学生 低学年の部
　第３位　山㟢諒太くん（平生小３年）

各
保
育
園
、
幼
稚
園
、
児
童
館
で

運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

10 月６日
平生保育園

10 月６日
つばさ保育園

10 月 27 日
平生中央児童館

10 月６日
平生幼稚園

大人も子どもも全員参加
　10 月 21 日、町スポーツセンターグラウンドで平
生町ファミリースポーツ・レクリエーション大会が開
催されました。
　老若男女が楽しめる本大会。普段は子どもたちの応
援役にまわっている大人のみなさんも、ムカデ競争
や玉入れなどで大活躍。また、大人気のパン食い競争
には、用意されたあんパン、メロンパン、クリームパ
ンの３種類約 500 個のパンがほとんど無くなるほど、
多くの人が参加していました。

△大人が本気で玉入れをすると、
玉はほとんどかごの中へ…

▽ パンをくわえるのは意外と難
しいようです

運 

動 

会
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11
月
は「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」で
す

◆
児
童
虐
待
と
は

　
親
（
ま
た
は
保
護
者
）
に
よ
っ

て
子
ど
も
に
加
え
ら
れ
た
行
為

で
、
子
ど
も
の
心
身
を
傷
つ
け
、

健
や
か
な
成
長
・
発
達
を
損
な
う

行
為
で
す
。
た
と
え
愛
情
か
ら
の

「
し
つ
け
」
で
あ
っ
て
も
、
子
ど

も
に
と
っ
て
有
害
で
あ
れ
ば
、
そ

れ
は
虐
待
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　
身
体
的
暴
力
、ネ
グ
レ
ク
ト（
食

事
を
与
え
な
い
な
ど
不
適
切
な
養

育
）、
心
理
的
虐
待
（
暴
言
や
拒

否
的
対
応
な
ど
）、
性
的
虐
待
な

ど
の
行
為
は
、
子
ど
も
の
心
身
に

重
大
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
子
ど

も
が
自
分
で
助
け
を
求
め
る
こ
と

は
難
し
い
こ
と
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
児
童
虐
待
に
つ

い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
で
き
る
こ
と
か
ら
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

～
子
ど
も
を
虐
待
か
ら

守
る
た
め
の
５
か
条
～

❶
「
お
か
し
い
」
と
感
じ
た
ら
迷

わ
ず
連
絡
（
通
告
）

❷
「
し
つ
け
の
つ
も
り･･･

」
は

言
い
訳

❸
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い

❹
親
の
立
場
よ
り
子
ど
も
の
立
場

❺
虐
待
は
あ
な
た
の
周
り
で
も
起

こ
り
う
る

　
も
し
か
し
て･･･

と
思
っ
た
ら

す
ぐ
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。「
み

な
さ
ん
」
の
実
行
が
子
ど
も
を
虐

待
か
ら
守
り
ま
す
。
連
絡
し
た
人

が
特
定
で
き
な
い
よ
う
に
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。

　
児
童
虐
待
を
疑
っ
た
り
発
見
し

た
と
き
は
、
児
童
相
談
所
ま
た
は

町
保
健
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

【
岩
国
児
童
相
談
所
】

　
☎
０
８
２
７
（
２
９
）
１
５
１
３

　
月
曜
～
金
曜
（
祝
日
は
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

【
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
】

　
☎
０
５
７
０
（
０
６
４
）
０
０
０

※
居
住
地
域
の
児
童
相
談
所
に
つ

な
が
り
ま
す
。
24
時
間
受
付
。

◆
子
育
て
に
関
す
る
相
談

　
子
育
て
で
悩
ん
だ
り
困
っ
た
り

し
た
と
き
は
、
だ
れ
か
に
話
す
こ

と
で
ほ
っ
と
し
た
り
、
見
方
が
変

わ
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
保
護
者
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
】

 

☎
０
８
３
（
９
８
７
）
１
２
４
３

【
こ
ど
も
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
】

 

☎
０
８
３
（
９
８
７
）
１
２
４
１

　
月
曜
～
金
曜
（
祝
日
な
ど
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
（
火
・
木
曜
日
は
午
後
９
時
ま
で
）

No.617

　ヨーグルトと味噌の相乗効果で豚肉の味を引き立
てます。

《材　料》　４人分

《作り方》

 豚しゃぶヨーグルト
味噌ソースがけ　

① 豚肉はお湯にくぐらせ火を通し、常温の水に取
り水気をきる。

② ミニトマトは半分、水菜は５㎝長さに切り、長
ねぎは５㎝長さの細切りにする。さけるチーズは
さいておく。

③ Ａの材料をよく混ぜソースを作る。
④ 器に②の野菜、さけるチーズ、豚肉を盛り付け、

③のソースをかける。

豚もも肉（しゃぶしゃぶ用）　240ｇ
ミニトマト　　　　　　８個
水 菜　　　　　　　　120ｇ
長ねぎ　　　　　　　　60ｇ
さ け る チ ー ズ　　　　60ｇ

《ヨーグルト味噌ソース》
　　プレーンヨーグルト　100ｇ
　　味噌　　  　小さじ２
　　砂糖　  　　小さじ１
　　ゆずこしょう　 　少々

Ａ

１人当たりカルシウム：202㎎

４種混合ワクチンのご案内
　11 月１日から、従来の３種混合（ジ
フテリア・百日せき・破傷風）ワクチ
ンと単独の不活化ポリオワクチンに代
わり、新たに４種混合（ジフテリア・
百日せき・破傷風・不活化ポリオ）ワ
クチンの定期接種が開始されました。
　 対象者
生後３カ月～ 90 カ月未満で、３種混合ワクチン
と不活化ポリオワクチンが未接種となっている乳
幼児

　接種回数
合計４回（初回接種３回、追加接種１回）

　 手続き
　接種を希望される人は、予診票をお渡しします
ので町保健センターへお越しください。
※９月末時点の接種歴で対象者と確認された人に

は、10 月末に個別通知をしています。
■問合せ先
　町保健センター　☎（５６）７１４１
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平生町生涯学習推進マスコット
「マナビット」

No.204
　
大
野
光
寿
会
で
は
、
今
年
度
は

「
一
に
あ
い
さ
つ　

二
に
友
だ
ち

　
三
に
向
こ
う
三
軒
両
隣｣
を
実

践
目
標
に
掲
げ
、
活
動
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
具
体
的
な
活
動
方
針
は
次
の
と

お
り
で
す
。

１ 

支
え
あ
う
仲
間
づ
く
り

　
仲
間
づ
く
り
を
通
し
て
、
生
き

が
い
と
健
康
、
生
活
を
豊
か
に
す

る
楽
し
い
活
動
を
進
め
る
。　
　

２ 

地
域
活
動
へ
の
積
極
的
参
加

　
知
識
や
経
験
を
活
か
し
、
地
域

を
豊
か
に
す
る
社
会
活
動
の
取
り

組
み
を
進
め
る
。

　
こ
の
方
針
に
よ
り
、
年
間
の
活

動
計
画
を
４
月
の
総
会
で
決
定

し
、
会
員
の
相
互
理
解
を
得
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
事
業
の

実
施
状
況
や
反
省
は
、
月
初
め
の

定
例
役
員
会
で
報
告
し
、
話
し
合

い
を
し
て
い
ま
す
。

　
本
会
の
具
体
的
な
活
動
と
し
て

は
、
昨
年
の
活
動
実
績
を
踏
ま
え

て
、
大
野
公
民
館
の
青
少
年
関
係

の
事
業
と
連
携
し
な
が
ら
次
の
よ

う
な
取
組
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
青
少
年
育
成
町
民

会
議
大
野
地
区
会
議
や
関
係
団
体

と
い
っ
そ
う
連
携
を
深
め
、
子
ど

も
た
ち
を
主
役
に
、
冒
険
心
を
培

い
、
心
や
体
を
鍛
え
る
こ
と
の
で

き
る
活
動
を
、
ま
た
大
野
光
寿
会

に
お
い
て
は
「
元
気
で
長
生
き
」

を
心
が
け
な
が
ら
実
践
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
先　
大
野
公
民
館

　
☎
（
５
６
）
２
５
０
４

 
～
子
ど
も
た
ち
と
共
に
歩
む
～大

野
光
寿
会

11月…19日㈪、26日㈪、30日（金／月末整理日）
12月…３日㈪、10日㈪

新着図書の紹介

休館日

図書館
だより

平生図書館　☎（56）2310
【開館時間】午前９時〜午後５時15分図書館

だより

禁断の魔術
東野 圭吾 著

ソロモンの偽証第３部
宮部 みゆき 著

こころを看取る
押川 真喜子 著

とにかくわかりやすい着こなし自在の
ニットレッスン　せばた やすこ 著

クリスマスのりんご
ルース・ソーヤー ほか 文

きょうりゅうのたまごにいちゃん
あきやま ただし 絵

せいぎのみかた
みやにし たつや 絵

ありがとう３組
乙武 洋匡 著

いつもみていた
ジャネット・ウィンター 作

冷えとり薬膳レシピ
新開 ミヤ子 著

　図書の一部を紹介します。

《児童書》

《一般書》

『話してあげて、戦や王さま、象の話を』
マティアス ･ エナール 著（河出書房新社）
　トルコのスルタンから、金角湾に
架かる橋の設計を依頼されたミケラ
ンジェロ。橋のイメージを模索しつ
つ、異国の街を彷徨
う彼が見たものとは。
芸術家の内面と愛の
神秘を描く。「高校生
が選ぶゴンクール賞」
受賞作品。

ご自宅からインターネットを利用して予約・検索できます♪　
http://www.library.town.hirao.lg.jp または 町公式ホームページからアクセス

①
交
通
安
全
・
あ
い
さ
つ
運
動

　
月
１
回
実
施
さ
れ
る
平
生
小
校

門
前
で
の
あ
い
さ
つ
運
動
へ
の
参

加
。
ま
た
自
主
的
に
は
大
久
保
、

今
井
公
会
堂
前
で
交
通
安
全
立
哨

を
し
、
併
せ
て
あ
い
さ
つ
運
動
を

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
さ
ら
に

立
哨
箇
所
を
増
や
し
て
い
く
予
定

で
す
。

②
体
験
活
動

　
６
年
前
か
ら
公
民
館
で
始
ま
っ

た
い
も
づ
く
り
体
験
活
動
に
伴

い
、
苗
の
植
付
や
畑
の
管
理
を
指

導
し
、
参
加
者
と
収
穫
の
喜
び
を

分
か
ち
合
っ
て
い
ま
す
。

③
伝
承
活
動

　

も
ち
つ
き
・
し
め
縄
づ
く
り
・

門
松
づ
く
り
・
ど
ん
ど
焼
き
の
集

い
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
年
長
者
の

経
験
や
知
恵
を
子
ど
も
た
ち
の
自

然
体
験
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
と
の
か
か

わ
り
を
深
め
、
ふ
れ
あ
い
を
通
し

て
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
図

ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。



　平成24年８月末現在、全国の警察から指名手配
されている者は、約900人に上っています。
　これらは、殺人、強盗等の凶悪事件のほか、暴行、
傷害、窃盗、詐欺、横領等の事件の被疑者で再び
犯行を行うおそれがあります。
　警察では、特に重大な犯罪の被疑者を選定した上で、11月中
に全国警察の総力を挙げて追跡捜査を行うこととし、顔写真入
りのポスターを県民の皆様の目に触れやすい場所に掲示するな
ど、皆様からの情報提供を呼び掛けて、これら被疑者の早期検
挙に取り組むこととしております。
　本年に入り、一般の方からの情報提供を手掛かりとして17年
間の長期にわたって逃亡していたオウム真理教関係の警察庁指
定特別手配被疑者を逮捕することができました。
　このように指名手配被疑者の発見・検挙には県民の皆様の御
協力が是非とも必要です。
　指名手配被疑者によく似た人を見た、知っ
ているなど、ささいな情報でも結構ですので、
警察に通報していただくようお願いします。
　通報先
110番または柳井警察署【☎ (23)0110】

指名手配被疑者の検挙に御協力を！

（平成24年「交通安全年間スローガン」）
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　社債購入を勧誘するパンフレットが届き、別の会社から「パン
フレットが届いていないか。届いた人しか購入できないので、代
わりに買ってくれれば２倍の値段で買い取る。」という電話がか
かりました。信用して大丈夫でしょうか？
　販売業者とは別の業者から勧誘を受ける、いわゆる「劇場型勧
誘」と思われます。業者の話を決して信用しないようにしましょ
う。

　未公開株や社債、石炭採掘権や温泉権など実態が不明な権利の購入
を勧める儲け話に関するトラブルが増加しています。特に、パンフレッ
トを送ってきた販売業者とは別の業者が「謝礼を出す」「高額で買い
取る」など、消費者にとって非常に有利な話と思わせて契約をあおる

「劇場型勧誘」は、手口が巧妙かつ悪質化しています。国民生活センター
は、この手口を「買え買え詐欺」と名付けて注意を呼びかけています。
　不意に電話で、「儲かる」などと勧誘されても、業者の話を安易に
信用してはいけません。
　契約する前に、まずは県消費生活センター【☎083(924)0999】や
町役場経済課【☎ (56)7117】などにご相談ください。

◆◇ワンポイント◇◆

「買え買え詐欺」にご注意！

相　

談

ア
ド
バ
イ
ス

【交通安全標語】 ありがとう　孫から教わる　交通ルール
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〔ミュージックチャイムの曲名〕
　６：00　もみじ　　12：00　平生町の歌　　17：00　夕やけこやけ

受付時間
毎日 午後７時～11時

☎ #8000　または　☎083（921）2755（携帯電話も可）

山口県精神科
救急情報センター

☎ 0836（58）4455（24時間対応）
こころの救急電話相談

内容：精神病、うつ病など、こころの病気による混
乱した言動・ひきこもり・自殺願望など

内容：15歳未満の子どもの急患や疾病に関すること

　平成24年度（９月末現在）において、日本赤十字
社平生分区に1,966,100円の社資・募金が寄せられ
ました。ご協力、ありがとうございました。
　この社資等は日本赤十字社山口県支部を通じて、
災害救護やボランティア活動、医療福祉などに役立
てられます。
　なお、社資・募金は随時、受け付けておりますので、
一層のご支援ご協力をよろしくお願いします。

小児救急電話相談

場所：イズミゆめタウン柳井　２階ベビー服売り場前
日時：11月17日㈯　午前10時～12時
内容：血圧測定、体重 ･ 体脂肪測定、健康相談、
　　　乳児 ･ 育児相談など

山口県看護協会柳井支部「まちの保健室」

休 日 や 平 日 夜 間 の 医 療 案 内

■柳井地域休日夜間応急診療所
　　　柳井市中央１丁目５番３号
　　　☎（２２）９００１（下記診療時間内）

◇診療は、あくまで応急的診療であり、専門的な診
療は受けられない場合があります。

月間火災・救急発生状況 月間交通事故発生状況
（９月）資料：柳井地区広域消防組合 （９月）資料：柳井警察署

火　災
救急

発生件数 死者
（人）

傷者
（人）建物 山林 その他 人身 物損

管　内 1 0 2 273 管　内 39 126 2 48
平生町内 0 0 1 41 平生町内 3 14 1 2

区分 診　療　日 診療時間（受付）

休日
昼間

日曜日・祝日
盆（８月 15 日）
年末年始

（12 月 30 日～１月３日）
※これらの日の夜間診療はあ

りません

午前９時～ 12 時
（午前11時30分まで）
午後１時～５時
（午後４時 30 分まで）

平日
夜間

月～金曜日
※土曜日の診療はありません

午後７時～ 10 時
（午後９時 30 分まで）

柳井健康福祉センター相談日
　〔柳井市古開作／☎（２２）３６３１〕

●骨髄バンク登録検査《要予約（前日まで）》
　12月12日㈬ ９：00～10：00
●Ｂ・Ｃ型肝炎抗体検査《要予約（前日まで）》
　12月12日㈬ 10：00～10：30
●ＨＴＬＶ－１抗体検査《要予約（前日まで）》
　12月12日㈬ 10：30～11：00
●ＨＩＶ抗体検査《要予約（当日まで）》
　※当日検査結果がわかります
　12月５日㈬ 14：00～16：00
　12月12日㈬ 14：00～16：00、17：00～19：00
●思春期・ストレス相談《要予約（前日まで）》
　12月21日㈮ 10：00～15：00
●心の健康相談《要予約（１週間前まで）》
　12月18日㈫ 13：00～14：00

人権行政相談　※相談無料・秘密厳守
◆相談内容　人権に関わる悩みや困りごと、行政全般に

ついての苦情、相談並びに意見や要望などについて
◆相談日　毎月第２月曜日（休日の場合は翌日）
　【時間・場所はまちのカレンダーでご確認ください】
◆相談員　人権擁護委員、行政相談委員

今月の納税【11 月】 納期限 11 月 30 日

国民健康保険税　　　　　第 5 期
介護保険料　　　　　　　第 5 期
後期高齢者医療保険料　　第 5 期

☆ 完 納 で 育 て よ う 明 る い 平 生 町 ☆

◎便利な口座振替も利用できます◎

まちの人口
９月30 日現在
住民基本台帳記載人口

（　）：前月対比

世帯数 5,675 世帯（ ー 1 ）
人　口 13,007 人 （ ー 13 ）
うち男 6,194 人 （ ー 9 ）

女 6,813 人 （ ー 4 ）

日本赤十字社平生分区からの
ご報告とお礼

問
合
せ
先

税務課【町税】　　　　　　　　 ☎（５６）７１１４
健康福祉課【介護保険料】　　　 ☎（５６）７１１５
町民課【後期高齢者医療保険料】 ☎（５６）７１１３



周
東
環
境
衛
生
組
合

職
員
募
集

　

周
東
環
境
衛
生
組
合
職
員
採
用
上

級
試
験
（
大
学
卒
業
程
度
）
が
次
の

と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

●
試
験
職
種　
電
気
技
術
職
（
し
尿
・

ご
み
処
理
施
設
の
管
理
・
運
営
な
ど

の
業
務
）

●
採
用
予
定
人
員
／
採
用
予
定
日

　

１
人
／
平
成
25
年
４
月
１
日
以
降

●
受
験
資
格　

次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人

①
昭
和
48
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
３

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

②
平
成
３
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
で
大
学
を
卒
業
し
た
人
、
ま

た
は
卒
業
見
込
み
の
人

●
試
験
日
／
内
容

【
第
一
次
試
験
】
平
成
25
年
１
月
13
日

㈰
／
教
養
・
専
門
試
験
、
適
性
検
査

【
第
二
次
試
験
】
平
成
25
年
２
月
上
旬

（
予
定
）
／
作
文
・
面
接
試
験

●
試
験
会
場　

周
東
環
境
衛
生
組
合

（
清
掃
セ
ン
タ
ー
）

●
申
込
方
法　

受
験
申
込
書
（
受
付

期
間
内
に
申
込
み
先
に
請
求
）
を
持

参
（
執
務
時
間
内
）
ま
た
は
郵
送
に
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試
験
・
募
集

＜ 以下は広告欄です ＞

　広報ひらおでは、広告掲載事業による有料広告を掲載しています。

と
も
に
、
再
就
職
を
促
進
す
る
た
め

に
必
要
な
給
付
を
行
う
制
度
で
す
。

一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
パ
ー
ト

タ
イ
ム
労
働
者
に
も
適
用
さ
れ
ま

す
。

※
加
入
手
続
き
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□問
下
松
労
働
基
準
監
督
署

　
☎
０
８
３
３
（
４
１
）
１
７
８
０

　
柳
井
公
共
職
業
安
定
所

　
☎
（
２
２
）
２
６
６
１

永
住
帰
国
し
た
中
国
・
樺

太
残
留
邦
人
の
皆
様
へ

　

一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
60
歳
以

上
の
中
国
残
留
邦
人
な
ど
の
方
々

に
、
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
支
給

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
20
年
１
月
１
日
時
点
で
一
定

の
要
件
に
該
当
し
て
い
た
人
は
、
平

成
24
年
12
月
31
日
が
申
請
の
締
め
切

り
日
と
な
り
ま
す
。
申
請
が
お
済
み

で
な
い
人
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※
対
象
要
件
な
ど
、
詳
し
く
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.m

hlw
.go.jp/bunya/

engo/dl/zanryukoji12-01.pdf

□問
厚
生
労
働
省
中
国
孤
児
等
対
策
室

　
☎
０
３
（
５
２
５
３
）
１
１
１
１

交
通
安
全
・
土
曜
塾

　

親
子
で
楽
し
く
交
通
安
全
を
学

ぶ
、
参
加
・
体
験
型
の
講
習
で
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
生
徒
募
集

●
募
集
内
容

①
通
信
制
の
高
等
学
校
普
通
科
（
３

年
制
）
生
徒

②
生
涯
学
習
通
信
講
座
受
講
者

●
出
願
期
間

①
【
推
薦
】
平
成
25
年
１
月
18
日
㈮

～
24
日
㈭　
【
一
般
】
平
成
25
年
１
月

25
日
㈮
～
４
月
30
日
㈫

②
通
年
申
込
受
付

※
資
料
請
求
は
無
料
で
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.n-gaku.jp

□問
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

　
☎
０
４
２
（
５
７
２
）
３
１
５
１

11
月
は
「
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
期
間
」

労
働
保
険
の
加
入
手
続
き

は
お
済
み
で
す
か
？

　

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
っ
て
い
る

事
業
主
は
労
働
保
険
（
労
災
・
雇
用

保
険
）
に
加
入
す
る
義
務
が
あ
り
ま

す
。

【
労
災
保
険
と
は
】

　

労
働
者
の
業
務
上
ま
た
は
通
勤
時

に
お
け
る
負
傷
、
病
気
、
死
亡
の
際

に
、
そ
の
労
働
者
や
遺
族
を
保
護
す

る
た
め
に
必
要
な
給
付
を
行
う
制
度

で
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
や
ア
ル

バ
イ
ト
に
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

【
雇
用
保
険
と
は
】

　

労
働
者
が
失
業
し
た
場
合
な
ど

に
、
生
活
や
雇
用
の
安
定
を
図
る
と

よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
受
付
期
間　

11
月
12
日
㈪
～

12
月
21
日
㈮　

※
郵
送
の
場
合
は
期

間
内
消
印
有
効

□問
□申
周
東
環
境
衛
生
組
合
事
務
局

［
〒742 -0023 

柳
井
市
南
浜
４
丁

目
５
番
13
号
］

　
☎
（
２
２
）
２
２
７
０

放
送
大
学
４
月
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
平
成
25
年
度
第
１

学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集

中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ

通
信
制
の
大
学
で
、
心
理
学
・
福
祉
・

経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業

し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、

職
業
の
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。

●
出
願
期
間　

12
月
１
日
㈯
～
平
成

25
年
２
月
28
日
㈭

※
資
料
請
求
は
無
料
で
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.ouj.ac.jp

□問
放
送
大
学
山
口
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
３
（
９
２
８
）
２
５
０
１

講
座
・
講
習

お
知
ら
せ
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＜ 以下は広告欄です ＞

【
実
技
】
12
月
12
日
㈬
～
14
日
㈮
の
内

１
日
（
鋼
鈑
工
業
㈱
玉
鶴
工
場
）

●
申
込
期
限　
11
月
30
日
㈮

◇
ア
ー
ク
溶
接
等
の
業
務
に
係
る
特

別
教
育

●
日
程
（
場
所
）　
【
学
科
・
実
技
】

12
月
15
日
㈯
、
16
日
㈰
（
東
部
高
等

産
業
技
術
学
校
）

●
申
込
期
限　
11
月
30
日
㈮

◇
職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
教
育

●
日
程
（
場
所
）　
【
学
科
】
12
月
20

日
㈭
、
21
日
㈮
（
ホ
テ
ル
松
原
屋
）　

●
申
込
期
限　
12
月
７
日
㈮

◇
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習

●
日
程
（
場
所
）　
【
学
科
】
平
成
25

年
１
月
８
日
㈫
（
ホ
テ
ル
松
原
屋
）　

【
実
技
】
平
成
25
年
１
月
９
日
㈬
～
22

日
㈫
の
内
３
日
間
（
鋼
鈑
工
業
㈱
玉

鶴
工
場
）

●
申
込
期
限　
12
月
21
日
㈮

□問
□申
㈳
山
口
県
労
働
基
準
協
会
下
松

支
部

　
☎
０
８
３
３
（
４
１
）
３
５
１
０

労
働
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

●
日
時　

11
月
23
日
㈮　

午
前
10
時

～
午
後
４
時

●
無
料
電
話
相
談

　
☎
０
１
２
０
（
０
０
３
）
８
２
１

●
相
談
内
容

　

賃
金
未
払
い
、
サ
ー
ビ
ス
残
業
を

中
心
と
す
る
労
働
ト
ラ
ブ
ル
（
法
律

相
談
は
紛
争
の
価
額
が
１
４
０
万
円

以
下
の
民
事
事
件
に
限
り
ま
す
。）

※
山
口
県
司
法
書
士
会
館
［
山
口
市
］

●
日
時
（
平
生
町
優
先
日
）

　

12
月
15
日
㈯　

午
前
９
時
～
午
後

３
時

●
対
象　

小
学
生
～
中
学
生
と
そ
の

保
護
者

●
場
所　

山
口
県
交
通
安
全
学
習
館

（
山
口
県
総
合
交
通
セ
ン
タ
ー
内
）

●
定
員　
20
組
（
40
人
）

●
内
容　

車
（
ゴ
ー
カ
ー
ト
）
の
組

み
立
て
、
親
子
で
運
転
チ
ェ
ッ
ク
、

エ
ア
バ
ッ
グ
爆
発
衝
撃
体
験 

な
ど

●
参
加
料　
無
料

●
募
集
期
限　
12
月
５
日
㈬

□問
□申
山
口
県
交
通
安
全
学
習
館

　
☎
０
８
３
（
９
７
３
）
１
９
０
０

安
全
衛
生
講
習
会

◇
玉
掛
け
技
能
講
習

●
日
程
（
場
所
）　
【
学
科
】
12
月
10

日
㈪
、
11
日
㈫
（
ホ
テ
ル
松
原
屋
）　

24時間 365日 腹部救急診療を開始！
［ 激しい腹痛・腰痛・肛門痛・下血など ］

　柳井医療センター（柳井市伊保庄）が、地域における救急
医療体制の強化を図るため、10 月から 24 時間 365 日体制
での腹部救急診療を開始しました。消化器外科医が
病院内に常駐し、救急用の病床を確保しています。

柳井医療センター（旧国立柳井病院） 

に
て
予
約
制
の
無
料
面
談
相
談
も
実

施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

□問
山
口
県
司
法
書
士
会
事
務
局

　
☎
０
８
３
（
９
２
４
）
５
２
２
０

山
口
法
律
関
連
士
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

一
斉
共
同
相
談
会

●
日
時　

11
月
11
日
㈰　

午
前
10
時

～
午
後
４
時

●
場
所　

ザ・モ
ー
ル
周
南［
下
松
市
］

●
相
談
内
容

　
日
常
の
す
べ
て
の
困
り
ご
と

●
相
談
員

　

行
政
書
士
、
司
法
書
士
、
社
会
保

険
労
務
士
、
税
理
士
、
土
地
家
屋
調

査
士
、
不
動
産
鑑
定
士
、
弁
護
士

●
相
談
料　
無
料

□問
山
口
県
弁
護
士
会

　
☎
０
８
３
（
９
２
２
）
０
０
８
７

多
重
債
務
・
相
続
登
記
等

無
料
電
話
相
談
会

●
日
時　

12
月
１
日
㈯　

午
前
10
時

～
午
後
４
時

●
相
談
受
付
電
話
番
号

　
☎
０
１
２
０
（
０
０
３
）
８
２
１

●
相
談
内
容

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
な

ど
の
多
重
債
務
や
相
続
登
記
な
ど
の

問
題
で
で
お
困
り
の
人
に
、
手
続
方

法
の
説
明
や
司
法
書
士
事
務
所
の
紹

介
な
ど
、
問
題
解
決
に
向
け
て
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

□問
山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会　

　
相
談
会
担
当
：
伊
藤

　
☎
０
８
３
３
（
４
４
）
３
７
５
５

相
　
　
談

広告掲載業者を募集します
　町では、広報紙やホームページなどの町保有
の資産を「広告媒体」として民間企業などに有
料で提供する、広告掲載事業を実施しています。
　平成 25 年度における対象広告媒体ならびに
募集対象は、次のとおりです。
●広告媒体
　「広報ひらお」「平生町公式ホームページ」
●募集対象
　広告掲載を取り扱う業者
●募集方法
　11 月 30 日㈮午後５時までに、申込書を提出

（郵送可）してください
●選定方法
　希望掲載料による審査（申込みには最低価格
を設定しています。）
※詳しくは、お問い合わせまたは町ホームペー

ジでご確認ください。
■申込み・問合せ先
　町役場総合政策課　☎（５６）７１２０

■問合せ先　独立行政法人国立病院機構
　　　　　　柳井医療センター　☎（２７）０２１１



平
生
中
学
校
３
年 

大
井 

祐
弥

平
生
中
学
校
２
年 

西
本 

彩
華

「
伸
び
ゆ
く
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
」

ポ
ス
タ
ー
・
標
語

標
語
最
優
秀
作
品

ポ
ス
タ
ー
最
優
秀
作
品

育
て
よ
う

花
と
緑
と
思
い
や
り

笑
顔
あ
ふ
れ
る
平
生
町

※
学
校
名
・
学
年
は
受
賞
時（
平
成
24
年
度
）の
も
の
で
す
。
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《11月16日〜12月15日》

平生町民憲章
　わたくしたち　平生町民は、ふるさとの美しい自然と歴史をうけつ
ぎ、明るく住みよいまちづくりを目指して、次のことに努めます。
　わたくしたち　平生町民は
1　自然を大切にし　環境をととのえ　美しいまちをつくります
1　スポーツに親しみ　きまりを守り　健やかなまちをつくります
1　思いやりと　感謝の心をもち　温かいまちをつくります
1　勤労をとうとび　活力にみちた　豊かなまちをつくります
1　文化を創造し　若い力を育て　伸びゆくまちをつくります　

「広報ひらお」は、環境に配慮した再生紙を使用しています。

1 体育館開放日 ( 午前中）
乳がん検診 (12:30 ／保健センター )(土)

2 宇佐木地区合同防災訓練
　（8:30 ／宇佐木コミュニティセンター［主会場］）(日)

3
(月)

4 育児学級 (10:00 ／保健センター )
(火)

5 マロニエ会 (9:30 ／保健センター )
(水)

6 しめ縄づくり講習会（9:00 ／佐賀公民館）
３歳児健診 (13:00 ／保健センター )(木)

7 しめ縄づくり講習会（9:00 ／佐賀公民館）
(金)

8 体育館開放日 ( 午前中）
三世代交流しめ縄づくり（9:00 ／曽根公民館）(土)

9 三世代交流もちつき大会（9:00 ／大野公民館）
しめ縄づくり教室（9:00 ／佐賀公民館）
平生町卓球大会（9:00 ／町体育館）(日)

10 人権行政相談 (10:00 ／中央公民館、13:00 佐賀公民館 )
(月)

11
(火)

12 おひざにだっこの会 (10:30 ／平生図書館 )
親しみトーク【町長と語る日】(18:00 ／町役場町長室 )(水)

13
(木)

14 離乳食学級 (10:00 ／保健センター )
(金)

15

体育館開放日 ( 午前中）
三世代交流しめ縄づくり
　（9:00 ／中央公民館、大野公民館）
古文書輪読会 (9:45 ／平生図書館 )
おはなし会 (14:00 ／平生図書館 )

(土)

※予定表ですので、日時・場所の変更がある場合もあります。

11　　月 12　　月
16 朗読ボランティアつゆくさの会 (10:00 ／平生図書館）

ひらお読書会 (13:30 ／平生図書館 )
もの忘れ相談 (13:30 ／ふれあいまちづくりセンター〈あいあむ〉)(金)

17
古文書輪読会 (9:45 ／平生図書館 )
第４回平生いきいき大学
　押し花のしおり作り教室（10:00 ／中央公民館）
おはなし会 (14:00 ／平生図書館 )

(土)

18
第 26 回宇佐木ふれあい祭り
　（9:30 ／宇佐木コミュニティセンター）
第 25 回竪ヶ浜ふるさと祭り
　（10:00 ／竪ヶ浜コミュニティセンター）

(日)

19 保健センター開放日 (13:00)
(月)

20 育児学級 (10:00 ／保健センター )
(火)

21 マロニエ会 (9:30 ／保健センター )
こころの健康相談・いこいの場（13:30 ／保健センター）(水)

22
(木)

23
(金)

勤労感謝の日

24 体育館開放日 ( 午前中）
親子で楽しむ絵本講座（10:30 ／平生図書館）(土)

25 第 28 回大野公民館まつり（9:30）
(日)

26
(月)

27
(火)

28 乳がん検診 (12:30 ／保健センター )
(水)

29 乳がん検診 (12:30 ／保健センター )
(木)

30 乳がん検診 (12:30 ／保健センター )
(金)

「伸びゆくまちをつくります」啓発ポスター・標語へ、多数ご応募いただきありがとうございました。
入賞作品は町民憲章具現化の啓発に活用させていただきます。

▲ ▲


